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島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価・検証について（PDCA サイクルの確立） 
      

１ はじめに 

 島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間（平成 27 年度～令和元年度）の満了に伴い、

施策の目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の実績値から、計画の評価を行った。 

 

 年度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ ・・・ 

第１期 

総合戦略 

計画期間         

評価・検証         

第２期 

総合戦略 

計画期間         

評価・検証         

 

 ＜評価指標について＞ 

・施策の目標 

総合戦略の４つの基本目標それぞれに立てられた目標であり、人口減少問題を克服・適応

し、地域に活力を生み出していることを測るための指標。全６項目設定している。 

 

・重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

各基本目標の「施策の目標」を達成するため、基本目標に結び付く具体的な取組に目標値

を設定したもの。全 28 項目設定している。 

 

２ 取組内容 

・平成 27 年度に策定した「島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、第１期総合戦略と

いう）」の着実な推進を図るため、毎年度重要業績評価指標（ＫＰＩ）による事業評価、検証

を行い、必要に応じて改訂するという一連のサイクルを実施した。（ＰＤＣＡサイクル） 

・産官学金労言の代表者で組織している「島田市まち・ひと・しごと創生市民会議」や市内金

融機関代表者と組織している「島田市まち・ひと・しごと創生金融機関会議」で外部評価を

行い、評価の妥当性、客観性を担保したうえで、施策の見直しや改善を行い、総合戦略の実

効性を高めてきた。 

 

３ 評価方法 

Ｐ （  プ ラ ン  ）：総合戦略（Ｈ27～Ｒ１の５年間） 

うち、施策の目標６項目、重要業績評価指標（ＫＰＩ）28 項目 

Ｄ（計画の実施）：施策、事業の実施 

Ｃ （  評  価  ）：① 自己評価 

・行政（事業所管課等）による評価、分析 

・島田市まち・ひと・しごと創生推進本部幹事会 

・島田市まち・ひと・しごと創生推進本部会議 

② 外部評価 

・島田市まち・ひと・しごと創生市民会議 

・島田市まち・ひと・しごと創生金融機関会議 

③ 議会への評価書の提出（８月末） 

Ａ（見直し・改訂）：評価結果に基づき、次年度予算、施策展開に反映 

 



 

４ スケジュール 
時期 項目 概要 

～７月 自己評価（行政による評価、分析） 前年度実施事業の評価、ＫＰＩによる検証 

７、８月 
市民会議、金融機関会議の開催 行政による評価結果の検証 

議会への報告、検証 行政による評価結果の検証 

11月～ 
評価結果の施策への反映（当年度事業の重点化、改善、翌年度当初予算への反映、総合戦略

の見直し、改訂等） 

３月 市民会議・金融機関会議の開催 当年度実施事業、翌年度取組予定の報告 

※創生推進本部及び幹事会は、議会への報告、市民会議等の開催前に随時開催。 

 

５ 実績 

島田市まち・ひと・しごと創生推進本部幹事会 

年度 日程 内容 

Ｈ28年度 

４月25日 委員の変更、経過報告、今年度の取組について 

10月26日 
総合戦略の評価・検証について、地方創生に係る交付金を活用した事業

等について 

３月３日 地方創生推進交付金第２回目の募集における事業提案について 

Ｈ29年度 ７月21日 総合戦略の評価・検証について、人口動態について 

Ｈ30年度 ７月17日 総合戦略の評価・検証、改訂について 

Ｒ元年度 

６月20日 第２期総合戦略策定方針について 

８月９日 第２期総合戦略素案、第１期総合戦略評価・検証について 

10月８日 第２期総合戦略案について（前回会議の反映・修正） 

11月６日 第２期総合戦略案について（パブリックコメント前） 

１月15日 第２期総合戦略案について（パブリックコメント反映・修正） 

Ｒ２年度 
６月24日 総合戦略の評価・検証について、人口動態について 

８月５日 総合戦略総合評価について 

 

島田市まち・ひと・しごと創生推進本部会議 

年度 日程 内容 

Ｈ28年度 10月12日 総合戦略の評価・検証について 

Ｈ29年度 ８月８日 総合戦略の評価・検証について 

Ｈ30年度 ８月７日 総合戦略の評価・検証、改訂について 

Ｒ元年度 

６月25日 第２期総合戦略策定スケジュール、策定方針について 

８月20日 第２期総合戦略素案、第１期総合戦略の評価・検証について 

10月15日 人口ビジョン素案、第２期総合戦略素案について 

11月12日 人口ビジョン素案、第２期総合戦略案について 

１月21日 人口ビジョン素案、第２期総合戦略案パブリックコメント結果について 

Ｒ２年度 
６月26日 総合戦略の評価・検証について、人口動態について 

８月11日 総合戦略総合評価について 



 

 

島田市まち・ひと・しごと創生市民会議 

年度 日程 内容 

Ｈ28年度 

５月23日 経過報告、平成28年度の取組予定について 

11月11日 
総合戦略の評価・検証について、地方創生に向けた取組について、人口推移

について 

３月17日 地方創生加速化交付金事業の実施状況について、取組予定について 

Ｈ29年度 

８月22日 
総合戦略の評価・検証について、地方創生に向けた取組状況について、人口

推移について 

３月22日 
当年度の地方創生に向けた取組状況について、翌年度の地方創生に向けた

取組について、人口推移について 

Ｈ30年度 

８月22日 
総合戦略の評価・検証について、地方創生に向けた取組状況について、人口

推移について 

３月19日 
当年度の地方創生に向けた取組状況について、翌年度の地方創生に向けた

取組について、人口推移について 

Ｒ元年度 

８月28日 
総合戦略の評価・検証について、総合戦略の策定について、島田掛川信用

金庫とハローワークの取組報告・動画上映、高校生からの提案 

11月19日 第２期総合戦略（案）について、島田高校の取組 

３月19日 
【資料提供・意見聴取のみ】 

第２期総合戦略（案）、人口ビジョン（令和元年度改訂版）（案）について 

Ｒ２年度 
７月７日 人口推移について、第１期総合戦略総合評価方法について 

８月20日 第１期総合戦略評価・検証について 

 

島田市まち・ひと・しごと創生金融機関会議 

年度 日程 内容 

Ｈ28年度 

５月30日 
平成28年度 島田市の地方創生に向けた取組について、「島田市で創める新

ビジネス応援事業の補助制度」について 

11月４日 総合戦略の評価・検証について、地方創生に向けた取組状況について 

３月16日 
当年度の地方創生に向けた取組状況について、翌年度の地方創生に向けた

取組について 

Ｈ29年度 

８月18日 総合戦略の評価・検証について、地方創生に向けた取組状況について 

３月20日 
当年度の地方創生に向けた取組状況について、翌年度の地方創生に向けた

取組について 

Ｈ30年度 

８月10日 総合戦略の評価・検証について、地方創生に向けた取組状況について 

３月18日 
当年度の地方創生に向けた取組状況について、翌年度の地方創生に向けた

取組について 

Ｒ元年度 

８月29日 
総合戦略の評価・検証について、総合戦略の策定について、当年度の地方

創生に向けた取組状況について 

11月21日 第２期総合戦略（案）について 

３月19日 

【資料提供・意見聴取のみ】 

第２期総合戦略（案）について、人口ビジョン（令和元年度改訂版）（案）につい

て 

Ｒ２年度 
７月２日 人口推移について、第１期総合戦略総合評価方法について 

８月26日 第１期総合戦略評価・検証について 

 



上回るもの

58.8%
変わらないもの

5.9%

下回るもの

35.3%

第１期島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略総合評価 
 

１．総合評価  

 「2060年の将来推計人口値」を第１期総合戦略の成果を測る総合評価指標に定め、Ｈ25.３推計値

とＨ30.３推計値をそれぞれ、基準値、実績値に置き換えて評価した。併せて「施策の目標及び重要

業績評価指標（ＫＰＩ）」全34項目の基準値に対する実績値の状況を示すことで総合評価とした。 

 

 (1) 総合評価指標の結果 

指 標 基準値 実績値 成果 

2060年の将来

推計人口値 

６０，０６１ 人 

（平成25年３月推計値） 
６２，３９２ 人 

（平成30年３月推計値） 
約２，３００人の増 

  ※国立社会保障・人口問題研究所による推計 

(2) 施策の目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の基準値に対する状況（全34項目） 

 

  実績値の平均が基準値を上回るもの   20項目（58.8％） 

                  基準値と変わらないもの ２項目（ 5.9％） 

         （評価できないものを含む） 

         基準値を下回るもの   12項目（35.3％） 

【考察】 

第１期島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げた各施策への取組が、当面の人口減少へ

の適応、地域経済の活性化へとつながり、将来に夢や希望を持つことができる持続可能な暮らし

やすい地域づくりに向けた成果として、将来推計人口の約2,300人増加に現れたものと評価する。 

計画期間内の人口動向として、まず、自然動態では、出生数の減少と高齢化率の上昇が見られ

る。特に、健康長寿に関する施策を充実したことで、65歳から自立して健康に生活できる期間と

なる「お達者度」が男女とも延伸したことも影響している。 

社会動態では、平成26年の109人の転出超過が令和元年には81人の転入超過となり、改善され

つつある。首都圏への転出超過となる東京一極集中の傾向が続く中で、県内間の移動状況では、

転入超過傾向が見られるようになった。特に、０～９歳の子を持つ30代の子育て世代は、平成26

年から６年連続で転入超過となり、子育て世代に選ばれるまちとして、子育て支援施策や教育、

移住・定住施策に一定の効果があったものと評価している。 

また、転入出者に対して実施しているアンケート調査では、本市への転入理由として「就職・

転職」が最も多く、次いで「転勤」となり、仕事を理由とした転入が全体の 38.2％を占め、総合

戦略の「しごと」分野における取組が転入超過に繋がったものと考える。 

施策の目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）については、全34項目のうち、20項目の58.8％が

基準値と比較して好転している。施策の目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況は、そ

の要因を分析し、指標や目標値の設定の妥当性を検証する必要がある。 

今後は、第２期総合戦略で位置付けた「地域経済の持続的な発展」、「人口減少の克服・適応」、

「持続可能な暮らしやすいまちづくり」の３つの視点を継承しながら、島田市の持つ特性・魅力

を生かした独自性のある戦略・施策を強力に推進、展開するとともに、国が掲げる民間との連携

や未来技術の活用といった新たな視点を取り入れ、切れ目ない「真の地方創生」を推進する。 



【参考データ】 

① 出生死亡数                     （人） 

  平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 

出生 754 688 704 663 653 

死亡 1,166 1,147 1,249 1,167 1,212 

差引計 ▲ 412 ▲ 459 ▲ 545 ▲ 504 ▲ 559 

 

 

② 人口比率                        （％） 

 

 

 

 

③ お達者度※                            （年） 

  
基準年 

(平成24年) 
平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 

男性 17.74 17.87 18.27 18.60 18.50 公表待ち 

女性 21.40 21.35 21.55 21.68 21.60 公表待ち 
  ※ 65 歳以降、介護を受けたり病気で寝たきりになったりせず、元気で自立した生活ができる期間 

       ２年遅れで公表 

 

 

④ 県内外別の転入・転出の状況                     （人） 

  平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 

県内 

転入  1,666 1,630 1,588 1,491 1,632 1,656 

転出 1,522 1,592 1,522 1,568 1,469 1,488 

転入-転出  144 38 66 ▲ 77 163 168 
 

  平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 

県外 

転入  921 1,019 1,003 968 1,001 976 

転出  1,175 1,120 1,052 1,074 1,124 1,063 

転入-転出  ▲254 ▲ 101 ▲ 49 ▲ 106 ▲ 123 ▲ 87 
 

  平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 

県内外 

合計 

転入  2,587 2,649 2,591 2,459 2,633 2,632 

転出  2,697 2,712 2,574 2,642 2,593 2,551 

転入-転出  ▲110 ▲ 63 17 ▲ 183 40 81 

 

 

⑤ 子育て世代の転入超過傾向                      （人） 
                                       

 

 

 

  平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 

高齢比率 29.0 29.6 30.0 30.5 30.9 

生産年齢比率 58.1 57.6 57.3 56.9 56.6 

年少比率 12.9 12.8 12.7 12.6 12.5 

 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 合計 

全体 ▲110 ▲63 17 ▲183 40 81 ▲217 

０～９歳 73 82 72 58 103 116 482 

30～39 歳 4 74 84 2 92 35 308 



⑥ ５年間における県外転入転出上位５都道府県 

   転入者数上位５都道府県           転出者数上位５都道府県 

 

 

 

 

 

 

⑦ ５年間における県内転入転出上位５市町 

転入者数上位５市町             転出者数上位５市町 

 

 

 

 

 

 

⑧ 転入転出アンケート結果（「転入の理由」に対する回答 n=1,065） 

転入理由 人数 構成比 

就職・転職 241  22.6 % 

転勤 166  15.6 % 

結婚 157  14.7 % 

親や子どもとの同居、近居 95  8.9 % 

住宅の都合（新築・借り換えなど） 62  5.8 % 

退職 55  5.2 % 

より良い周辺環境を求めて 53  5.0 % 

家族・親族からの独立 49  4.6 % 

学校の都合（進学・通学など） 36  3.4 % 

より良い住宅を求めて 23  2.2 % 

子どもの学校の都合（進学・通学など） 6  0.6 % 

地震・津波に対する不安 2  0.2 % 

未回答 120  11.3 % 

合計 1,065  100.0 % 

 

 

 

 

  

（人）
転入超過上位 転入 転出 転入－転出

静岡県 7,997 7,639 358
岐阜県 212 82 130
茨城県 125 74 51
奈良県 42 17 25
栃木県 64 42 22

（人）
転出超過上位 転入 転出 転入－転出

東京都 597 1,038 ▲ 441
神奈川県 448 638 ▲ 190
埼玉県 173 260 ▲ 87
京都府 48 103 ▲ 55
大阪府 129 173 ▲ 44

（人）
転出超過上位 転入 転出 転入－転出

静岡市 1,324 1,536 ▲ 212
掛川市 394 502 ▲ 108
浜松市 555 626 ▲ 71
菊川市 215 254 ▲ 39
藤枝市 1,725 1,757 ▲ 32

（人）
転入超過上位 転入 転出 転入－転出

牧之原市 630 358 272
吉田町 620 441 179

川根本町 277 106 171
焼津市 1,089 953 136

御前崎市 116 75 41

22.6

15.6

14.7

8.9

5.8

5.2

5.0

4.6

3.4

2.2

0.6

0.2
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より良い周辺環境を求めて
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学校の都合（進学・通学など）

より良い住宅を求めて
子どもの学校の都合（進学・通学など）
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２．施策の目標、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の評価方法と評価区分  

 

施策の目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）については、以下の要領で評価した。 

集計時点の天候や実状に影響されてしまう指標があり、最終年度の実績だけでは傾向を捉えられ

ず総合的な評価をするのが難しい項目もあることから、「５年間の実績の平均値」を評価値とする

ことを基本に、まず基準値と比較して上回っているかを評価した。 

また、目標値に対する達成度によりＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価した。 

統計調査未実施等により、評価書策定時点で達成率算出が困難な項目は「過去４年間の平均値」

とした。 

 

 (1) 基準値に対する状況 

«基準値に対する実績値の評価» 

・期間中（Ｈ27～Ｒ１）実績値の平均値 

・ただし、累計値で測るものは最終年度数値 

 

«基準値に対する評価の区分» 

区分 評価基準 

上回っている 

【基準値＜評価値】 
好転したもの 

変わらない 

【基準値＝評価値】 
変化がなかったもの 

下回っている 

【基準値＞評価値】 
悪化したもの 

 

 

 (2) 目標値に対する状況 

«達成率» 

         「５年間の実績の平均値」－「基準値（平成26年度の実績値）」 

      達成率 ＝                        

   「目標値」－「基準値（平成26年度の実績値）」 

 

«目標値に対する評価の区分» 

区分 評価基準 

Ａ 

【100％≦達成率】 
目標値を達成することができたもの 

Ｂ 

【70％≦達成率＜100％】 
目標値は達成できなかったが、概ね成果がみられたもの 

Ｃ 

【0％＜達成率＜70％】 
目標値は達成できなかったが、着実に成果がみられたもの 

Ｄ 

【達成率≦0％】 

実績値が基準値以下であり、引き続き一層の努力が必要と

なるもの 

  



３．基本目標ごとの実績値の評価  

 
 

基本目標１ 「日本で、世界で、稼ぐ産業の創出」 

 

 ○主な成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○評価と今後の方針 

全体 

全体の指標のうち 66.7％が基準値を上回り、着実に成果が現れている。 

特に、「宿泊者数」「森林間伐面積」は、５年連続で基準値を上回ることができた。また、施

策の目標である「市内総生産額」が基準年よりも向上したことは、「しごと」分野の好転の現

れと考えることができる。 

一方で「１人あたり市民所得」と「中心市街地の１日当たり歩行者数」については過去３回

基準値を下回る結果となった。これらはPDCAサイクルを回す中で、指標として安定的な結果を

得られないものであると判断し、第２期総合戦略では指標を変更して、測定の手法を改めた。 

 

ア 高速交通網の拠点で稼ぐ 

用地が限られ、新たな企業進出に結びつけるのが困難な状況であったものの、関係機関と連

携し誘致活動を充実することで企業立地件数を伸ばすことができた。 

今後も、関係機関と連携した企業訪問等を継続するほか、ホームページによる市内遊休地情

報などを積極的に発信することで、新規企業立地数の増加につなげていく。 

 

イ まちの魅力を生かして、観光で稼ぐ 

年度ごとにイベントの開催数が異なることや開催当日の天候等により、観光交流客数や市

内宿泊者数の実績に幅が見られた。取組としては、空港就航先からの誘客に継続的に取り組ん

だほか、「蓬莱橋 897.4 茶屋」の整備や「きかんしゃトーマス号」の運行をイベント等の実施

で支え、訪客のおもてなしにつなげた。沿線活性化など多角的な取組に加え、新たに発足した

静岡県中部・志太榛原地域連携 DMO（現・公益財団法人するが企画観光局）による魅力的な地

域づくりや一元的な情報発信及びプロモーションにより、交流客数の獲得に繋げた。今後は、

デジタルマーケティング手法を取り入れた観光戦略プランの策定を進め、効果的・効率的な施

策を展開し、交流客数の増加を目指していく。 

 企業立地できる用地が限られていた中で、関係機関と連携することで

新規企業立地件数を伸ばすことができた。 

 「宿泊者数」「森林間伐面積」は、５年連続で基準値を上回った。 

 農家の担い手が高齢化している中、認定農業者数は、志太榛原地域内

の自治体で１位を維持し、県内でも４位と高い数値となった。 

 一貫した創業支援の取組により、新規創業者を 68 人輩出した。 



 

ウ 新たな付加価値による農林業で稼ぐ 

担い手の高齢化や後継者不足により各取組の推進が困難となる中、県やＪＡと連携し、事業

計画や補助事業、融資などについて幅広く相談に応じることで、安定した農林業の経営をサポ

ートすることができた。今後も、関係機関と連携して補助事業の情報提供や経営計画の策定支

援といった手厚いサポートにより、担い手の確保とその育成に取り組む。 

 

エ 地域産業の競争力を高めて稼ぐ 

販路拡大や起業希望者の掘り起こしからフォローアップまでの一貫した創業等への手厚い

支援を中心に、商業・サービス産業の活性化に貢献した。今後は、補助制度の周知を強化する

とともに令和元年度に策定した中心市街地活性化基本計画に沿ったコンパクトシティの核と

なる中心市街地を形成するための施策の実行により、更なる地域産業の振興に努める。 

  

 

○ ＫＰＩの推移 

 基準値(H26) 推移 実績値平均※ 目標値 評価 
１⼈あたり市⺠所得(県⺠所得との⽐率) 92.10% ⇩ 89.91% 100% Ｄ 
市内総生産額 3,556 億円 ⇧ 3,643 億円 3,770 億円 Ｃ 

ア 高速交通網の拠点で稼ぐ 

 
新規企業立地件数(累計) 0 件 ⇧ 10 件 11 件 Ｂ 
 成 果 企業が立地できる用地が限られていた中で、継続して新たな企業立地に繋げることができた。 

イ まちの魅力を生かして、観光で稼ぐ 

 

観光交流客数(年間) 276 万⼈ ⇩ 230 万⼈ 300 万⼈ Ｄ 

 成 果 
空港就航先における国内からの誘客、訪客のもてなし、沿線活性化など多角的な取組に加え、魅
力的な地域づくりや一元的な情報発信及びプロモーションにより、交流⼈口の獲得に繋げた。 

宿泊者数(年間) 142,199 ⼈ ⇧ 193,556 ⼈ 197,000 ⼈ Ｂ 

 成 果 
国内外からの誘客、空港就航先等で展開したキャンペーン等に加え、新たな宿泊施設の進出等に
より宿泊者数を増加した。 

ウ 新たな付加価値による農林業で稼ぐ 

 

新規⻘年就農者数(累計) 2 ⼈ ⇧ ８⼈ 10 ⼈ Ｂ 

 成 果 
県とＪＡ、市によるサポートチームの訪問活動などにより、規模拡大や売上増を図る志の高い新
規⻘年就農者を輩出した。 

担い手への農地集積率(年度末現在) 38.2% ⇧ 40.1% 46.0% Ｃ 

 成 果 
近年の茶価の低迷や担い手の高齢化・後継者問題のため農地集積率を延ばすことが困難な中で、
農地中間管理事業等により農地の担い手の集積率を向上させることができた。 

認定農業者数(年度末現在) 388 ⼈ ⇩ 387 ⼈ 396 ⼈ Ｄ 

 成 果 
志太榛原地域において認定農業者数は一番多く、県内でも４番目に位置しており、５年間現状を
維持することができた。 

森林間伐面積(年間) 83.4ha ⇧ 123.1ha 145.0ha Ｃ 

 成 果 
森林整備面積は年々低下傾向にあったが、令和元年度に森林環境譲与税を活用した「島田市間伐
推進事業」等の実施により、面積の増加が図られた。 
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エ 地域産業の競争力を高めて稼ぐ 

 

新規創業者数(累計) 0 ⼈ ⇧ 68 ⼈ 40 ⼈ Ａ 

 成 果 
起業希望者の掘り起こしからフォローアップまでの一貫した創業支援の取り組みにより多くの新
規創業者を輩出した。 

販路開拓支援件数(累計) 0 件 ⇧ 1,272 件 500 件 Ａ 

 成 果 
販路開拓事業費補助金を活用した展示会の開催・出展により、多くの企業が販路拡大することが
できた。 

中心市街地の１日当たり歩行者数 1,992 ⼈ ⇩ 1,838 ⼈ 2,100 ⼈ Ｄ 

 成 果 
調査日の天候により H29 と R1 が極端に低い数値となったが、イベント開催や音楽広場の開設
などにより１日当たりの歩行者数が上昇傾向となった。 

  ※累計値で測るものは、最終年度数値とする。 

 

○ 基準値に対する状況 

   上回るもの ８項目（66.7％） 

 下回るもの ４項目（33.3％） 

 

 ○ 目標値に対する状況  

   Ａ評価 [100％≦達成率]   ２項目（16.7％）  

   Ｂ評価 [70％≦達成率＜100％] ３項目（25.0％） 

   Ｃ評価 [0％＜達成率＜70％]  ３項目（25.0％） 

   Ｄ評価 [達成率≦0％]     ４項目（33.3％）  



基本目標２ 「島田市に住み、好きになる」 

 

 ○主な成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○評価と今後の方針 

全体 

項目のうち75.0％が基準値を上回り、概ね成果がみられた。 

主な施策でもあり、将来目標人口８万人を目指すうえで重要となる「社会移動」については、

平均値を見ると転出超過となったが、直近２年間を見ると転入超過傾向であり、状況は好転し

ている。 

社会移動による人口動向の内訳を見ると、島田市では10代後半から20代前半では転出超過

傾向となっているものの、平成26年度から30代は転入超過となっており、各施策が一定の成果

を発現したと考える。このことから、30代の社会移動についても実績を追う必要があるものと

考え、第２期総合戦略では新たに指標として設定した。 

また、転入転出の状況として、県外を視点に置くと首都圏への転出超過が顕著であり東京一

極集中の進行が留まることはなかった。一方、県内では転入超過傾向となっており、近隣市町

においては優位性を確保していると評価する。 

今後も引き続き、本市の魅力を幅広く発信するとともに、市民のまちへの愛着や誇りを醸成

することで移住・定住を推進していく。さらに、高校や大学、経済団体をはじめとする多様な

主体との連携により、地域への課題意識や貢献意識を共有して、地域を支える人材を育成して

いく。 

 

ア 移住・定住の促進 

「移住・定住相談窓口を利用した県外からの移住件数」では、目標値の８割程度の達成率で

あった。実績の内訳としては、子育て世代の転入者が多く、さらに、移住者が市の魅力創出に

関わる取組に参画した事例もある。また、平成27年度から令和元年度までの５年間で市の施策

を利用した移住者数は県内６位となり、着実に取組の成果が現れていると考えられる。 

今後も、移住就業支援金の交付、移住体験ツアーの開催、移住相談会への出展、地域おこし

協力隊の派遣、移住・定住ポータルサイトの運営に加え、デジタルマーケティングの手法を活

用した移住・定住ポータルサイトのリニューアルや広告配信などにより移住希望者への働き

かけを行う。これに伴い、第２期総合戦略では「ポータルサイトの閲覧時間」を新たな指標と

して追加している。 

 ５年間で市の施策を利用した移住者数は、県内６位の 212 人となっ

た。（１位 静岡市 317 人、２位 沼津市・富士市 293 人） 

 子育て世代（30 代）及び９歳以下は平成 26 年から６年連続で転入

者数が転出者数を上回る転入超過となった。 

 緑茶化計画のもと一貫性を持ったコンテンツづくりで市外・県外で

の PR 活動を実施し、島田市の認知度を向上させた。 



上回るもの
75.0%

下回るもの
25.0%

・基準値に対する状況

 

イ シティプロモーションによるまちの魅力創造 

「市民幸福度の向上」については、５年連続基準値よりも上回っており、高い水準を維持す

ることができている。「島田市緑茶化計画」の旗揚げから現在まで、様々なコンテンツの制作

と広い範囲でのプロモーションを展開した。更なるシティプロモーションの推進が求められ

るため、今後は、デジタルマーケティング手法を生かした施策を展開していく。 

 

○ ＫＰＩの推移 

 基準値(H26) 推移 実績値平均※ 目標値 評価 
社会移動(年度末現在) △ 71 ⼈ ⇧ △ 22 ⼈ 0 ⼈ Ｃ 
島田市が好きな市⺠の割合 72.4% ⇩ 69.0% 90.0% Ｄ 

ア 移住・定住の促進 

 

移住・定住相談窓口を利用した県外からの
移住件数（累計） 

0 件 ⇧ 79 件 100 件 Ｂ 

 成 果 
島田市に住もう応援奨励金、空き家バンク、移住体験モニターツアー等の事業を実施により移住
者の増加に繋げ、５年間の移住者数は県内６位であった。特に、30 代〜40 代の子育て世代を中心
に移住を促進することができた。 

イ シティプロモーションによるまちの魅力創造 

 
市⺠幸福感の向上 6.3 点 ⇧ 6.6 点 7.0 点 Ｃ 

 成 果 
島田市緑茶化計画のもと、緑茶愛に着目し、一貫性を持たせたコンテンツづくりを行うことで市
内外・県外での PR 活動を実施し、島田市の認知度を向上させた。 

 ※累計値で測るものは、最終年度数値とする。 

 

○ 基準値に対する状況 

  上回るもの ３項目（75.0％） 

 下回るもの １項目（25.0％） 

 

○ 目標値に対する状況  

   Ａ評価 [100％≦達成率]    ０項目（10.0％）  

   Ｂ評価 [70％≦達成率＜100％]  １項目（25.0％）  

   Ｃ評価 [0％＜達成率＜70％]   ２項目（50.0％）  

   Ｄ評価 [達成率≦0％]     １項目（25.0％） 
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基本目標３ 「希望どおり結婚、妊娠、出産し、子どもをまんなかに子育てする」 

 

 ○主な成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○評価と今後の方針 

全体 

基準値を上回る項目は、全体の28.6％に留まった。 

直近６年間では０～９歳の子を持つ30代の子育て世代が転入超過となっていることから、

「子育て世代に選ばれるまち」として、子育て支援や教育、移住・定住施策に総合的な効果が

あったものと考えられる。 

ただし、実績値から読み取る成果と実状が一致していないことから、指標自体を見直す必要

が考えられる。第２期総合戦略では「担当保健師がいることを知っている保護者の割合」「職

場で男女が平等であると思う市民の割合」等を追加することで、切れ目のない支援により、安

心して働き、若者が希望どおり結婚、妊娠、出産、子育てができる社会環境を形成していく。 

 

ア 出逢い、恋して、結婚する 

結婚支援団体等と協力して、結婚につながる出会いの場の提供や親のための情報交換会・交

流会を開催した。結婚へのきっかけづくりを意識したプログラムを展開したが、婚姻率の上昇

までには繋がっていない。今後は、結婚支援のボランティアや関係機関によって設立した「島

田市結婚支援ネットワーク」の活動を支援し、出会いの場を提供していく。 

 

イ 妊娠、出産する 

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援体制として、子育て世代支援センター「てくて

く」の運営のほか、島田市版ネウボラによる担当保健師制を開始し、早期にきめ細やかな相談

ができる体制を整備した。今後は、これらの制度を活用して、子育て世帯との信頼関係を構築

することで、安心して妊娠、出産、子育てができる環境を目指していく。 

 

ウ 子どもをまんなかに子育てする 

「保育所等の待機児童数」は、計画期間の５年間で保育定員数を1,720人から366人増やして

2,086人とし、平成30年度に待機児童ゼロを達成した。今後は保育士確保の支援を検討してい

く。「放課後児童クラブの待機児童数」についても定員数を大幅に増やしたが、需要に追い付

いていない。今後も需要を把握し、民間事業者による新設運営を含めた施設整備を進める。 

 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援体制として島田市版ネ

ウボラによる担当保健師制の取組を開始した。 

 保育所等定員数を 1,720 人から 2,086 人に、放課後児童クラブの定

員数を 670 人から 1,011 人に大幅に増やし、平成 30 年度に保育所

等の待機児童ゼロを達成した。 

 地域の資源を生かした特色ある体験活動を各校で行い、島田市の目

指す「夢育・地育」を実践した。 



上回るもの
28.6%

下回るもの
71.4%

・基準値に対する状況

C

28.6%

D

71.4%

・目標値に対する状況

 

エ 豊かな心をもった子どもを育成する 

個に焦点を当てた授業を推進し、子供にとって満足度の高い安定した授業づくりを行った。 

また、地域の資源を生かした特色ある体験活動を各校で展開することにより、本市の目指す

「夢育・地育」を実践してきた。今後は、コミュニティ・スクールを活用して、学校と地域の

連携・協働を更に進めていく。 

  

○ ＫＰＩの推移 

 基準値(H26) 推移 実績値平均※ 目標値 評価 
合計特殊出生率 1.51 ⇩ 1.50 1.60 Ｄ 

ア 出逢い、恋して、結婚する 

 
婚姻率(⼈口千⼈当たり)(年度末現在) 4.63 ⇩ 3.83 5 Ｄ 

 成 果 
結婚支援団体と連携した結婚支援により独身男女の新たな出会いと交流の機会を創出し、少子化
及び定住⼈口増の対策の一助を担った。 

イ 妊娠、出産する 

 
妊娠 11 週までに妊娠届けをした妊婦の割合(年間)  95.8% ⇩ 95.1% 98.0% Ｄ 

 成 果 
妊娠 11 週までに妊娠届けをした妊婦の割合は、国や県の平均値を上回る結果を維持することが
できた。（全国平均 93.0％、静岡県平均 92.8％) 

ウ 子どもをまんなかに子育てする 

 

保育所等の待機児童数(４月１日現在) 4 ⼈ ⇩ 15 ⼈ 0 ⼈ Ｄ 
 成 果  
放課後児童クラブの待機児童数(４月１日現在) 0 ⼈ ⇩ 31 ⼈ 0 ⼈ Ｄ 

 成 果 
計画期間の５年間で放課後児童クラブの定員数を 670 ⼈から 341 ⼈増やし、令和元年度には定
員数を 1,011 ⼈とした。 

エ 豊かな心をもった子どもを育成する 

 

学校が楽しい 児童 89.0% ⇧ 90.3% 95.0% Ｃ 

 成 果 
子供にとって満足度の高い授業づくりや、地域の資源を生かした特色ある体験活動を各学校で実
施し、困難を抱える子供や保護者を関係機関と連携しながら支援することを通じて、島田市が目
指す「夢育・地育」を実践できた。 

学校が楽しい 生徒 86.0% ⇧ 88.6% 90.0% Ｃ 

 成 果 
子供にとって満足度の高い授業づくりや、地域の資源を生かした特色ある体験活動を各学校で実
施し、困難を抱える子供や保護者を関係機関と連携しながら支援することを通じて、島田市が目
指す「夢育・地育」を実践できた。 

  ※累計値で測るものは、最終年度数値とする。 

 

 ○ 基準値に対する状況 

  上回るもの ２項目（28.6％） 

 下回るもの ５項目（71.4％） 

 

 ○ 目標値に対する状況  

   Ａ評価 [100％≦達成率]   ０項目（10.0％） 

   Ｂ評価 [70％≦達成率＜100％]  ０項目（10.0％） 

   Ｃ評価 [0％＜達成率＜70％]  ２項目（71.4％） 

   Ｄ評価 [達成率≦0％]      ５項目（28.6％） 

 



基本目標４ 「水と緑に囲まれた健康長寿の暮らしやすいまちづくり」 

 

 ○主な成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○評価と今後の方針 

全体 

基準値を上回る項目が全体の63.6％となり、着実に成果が現れている。 

その中で、「島田市の住みごこちが良いと感じる市民の割合」は基準値より下回る結果とな

ったが、80％を超える値を維持することができた。 

人口減少のスピードは緩やかになったものの、人口減少・超高齢社会は進行している中で、

第２期総合戦略においては、今後も、誰もが将来にわたり安心して住みつづけることができる

持続可能な暮らしやすいまちづくりに取り組むために「地域力ストック指標（（2.50を上回れ

ば持続可能な自治体））」や「日常生活を営む範囲で、病院や交通などの都市機能が充足して

いると感じる市民の割合」等を指標として追加して、新たな施策を展開していく。 

 

ア 健康長寿の促進 

健康長寿に向けて、生活習慣病の発症及び重症化を予防するため、健康教育の強化やパワー

リハビリ教室の拡充、市民ひとり１スポーツの実現に向けた各種スポーツ大会を開催した。男

性のお達者度（健康寿命）は17.74年（Ｈ26）から18.50年（Ｈ30）に、女性のお達者度（健康

寿命）は21.40年（Ｈ26）から21.60年（Ｈ30）に延伸した。 

また、健幸マイレージ事業については、参加者数、応募件数及びイベントへの参加者数と

もに着実に増加した。参加者からのアンケートからも健康への関心が向上する結果を得るこ

とができた。 

今後も、更なる参加者数増加を目指して、企業との連携を深め、協働し、情報の提供や共

有、普及啓発を進めていく。 

 

  

 お達者度が男性は基準年度の 17.74 年が 18.50 年に、女性は基準

年度の 21.40 年が 21.60 年に伸びた。 

 市内の薬局の協力により地域高齢者見守りネットワークの協力事

業所数を 79 か所増やした。 

 地域公共交通は、利便性の確保や経路・ダイヤの見直しにより、

減便後も利用者数を維持した。 



イ 地域包括ケアの推進 

関係機関等と連携し、居場所づくり実施箇所数や地域高齢者見守りネットワークづくりの

協力事業所数を増やした。在宅等看取りの率については、地域医療を担う医師不足が深刻な状

況にある中で、24時間対応可能な訪問看護体制への移行、医師不在時のバックアップ体制や医

療材料提供体制の整備など、地域医療を支える医師の負担軽減につながる支援策を構築した。 

今後も、関係機関等と連携することで、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることが

できるよう、医療、介護、予防、住まい及び生活支援が包括的に提供できる地域包括ケアを推

進する。 

 

ウ 住民生活を支える公共交通基盤の整備 

将来に向け持続可能な公共交通維持のため平成28年度に大幅減便を行い、目標値を修正し

た。バスの接近情報を示すバスロケーションシステムやバスの情報をリアルタイムで提供す

るツイッター開設により利用者の利便性を図った。また、効率的な運行や地元主体による輸送

サービスにより、利用者数及び地域公共交通人口カバー率、エリアカバー率を維持した。 

今後も、誰もが移動しやすい公共交通手段の確保・充実のため、第２期総合戦略においては

新たな施策を追加するとともに持続可能な公共交通網とするために採算性を図るための指標

を設定している。 

 

 ○ ＫＰＩの推移 

 基準値(H26) 推移 実績値平均※ 目標値 評価 
島田市の住みごこちがよいと感じる市⺠の割合 84.6% ⇩ 84.1% 90.0% Ｄ 

ア 健康⻑寿の促進 

 

お達者度(男性) 10 位 ⇨ 10 位 1 位 Ｄ 

 成 果 
パワーリハビリ教室や元気・脳力アップ塾、地域ふれあい事業などを実施し、高齢者の健康や生きが
いづくりと社会参加の促進に繋げた。 
基準年の健康寿命が 17.74 年に対して、平成 30 年実績値では 18.50 年に伸びた。 

お達者度(女性) 6 位 ⇩ 7 位 1 位 Ｄ 

 成 果 
パワーリハビリ教室や元気・脳力アップ塾、地域ふれあい事業などを実施し、高齢者の健康や生きが
いづくりと社会参加の促進に繋げた。 
基準年の健康寿命が 21.40 年に対して、平成 30 年実績値では 21.60 年に伸びた。 

健幸マイレージに取り組んだ⼈数(年間) 329 ⼈ ⇧ 983 ⼈ 2,000 ⼈ Ｃ 

 成 果 
「健幸マイレージに取り組む前と後で変化があったか」というアンケートに回答してくれた参加者の
うち、「あった」と回答した割合が 78.2％で、事業の効果を実感している方が多かった。 

イ 地域包括ケアの推進 

 

居場所づくり事業実施箇所数(年度末現在) 10 か所 ⇧ 50 か所 50 か所 Ａ 

 成 果 
島田市社会福祉協議会や地域包括支援センター、生活支援コーディネーターとの連携、協力体制によ
り居場所づくり事業実施箇所数を増加させた。 

地域高齢者見守りネットワークづくりの協力事業所数(累計)  63 事業所 ⇧ 142 事業所 164 事業所 Ｂ 

 成 果 
市内の薬局の協力により事業所数を増やすことができた。また、地区による偏りがないように見守り
ネットワークを拡充した。 

在宅看取りの率(在宅死亡者の率)(年間) 33.7% ⇧ 36.2% 39.0% Ｃ 

 成 果 
地域医療を担う医師不足が深刻な状況の中、24 時間対応可能な訪問看護体制への移行、医師不在時
のバックアップ体制の構築、医療材料提供体制整備等、負担軽減につながる支援策を構築した。 

しまトレ実施箇所数(累計) 0 か所 ⇧ 82 か所 100 か所 Ｂ 
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 成 果 
自治会や町内会、老⼈会などに対して、しまトレ立ち上げのための普及啓発活動だけでなく、立ち上
げ後も継続的に支援を行うことで、数だけでなく質の向上にも繋げた。 

ウ 住⺠生活を支える公共交通基盤の整備 

 

地域公共交通利用者数(年間) 369,957 ⼈ ―※１ 275,661 ⼈ 250,000 ⼈ Ａ 

 成 果 
将来に向け持続可能な公共交通維持のため平成 28 年度に大幅減便を行い、目標値を修正した。利用
者の利便性を図るシステムの導入や経路・ダイヤの見直しにより減便後の利用者数は維持した。 

地域公共交通⼈口カバー率(年度末現在) 64.5% ⇧ 64.6% 79.8% Ｃ 

 成 果 
将来に向け持続可能な公共交通維持のため平成 28 年度に大幅減便を行ったが、効率的な運行や地元
主体による輸送サービスにより地域公共交通⼈口カバー率を維持した。 

地域公共交通エリアカバー率(年度末現在) 69.9% ⇧ 70.2% 76.0% Ｃ 

 成 果 
将来に向け持続可能な公共交通維持のため平成 28 年度に大幅減便を行ったが、効率的な運行や地元
主体による輸送サービスにより地域公共交通⼈口カバー率を維持した。 

  ※    累計値で測るものは、最終年度数値とする。 

  ※１ 平成28年度より、利用者数を減少させカバー率を維持する施策の方針とし、目標値を下方修正した。そのた

め、基準値との比較はしていない。 

 

 ○ 基準値に対する状況 

 

  上回るもの    ７項目（63.6％） 

 変わらないもの  ２項目（18.2％） 

（評価できないものを含む)  

下回るもの    ２項目（18.2％） 

 

○ 目標値に対する状況  

   Ａ評価 [100％≦達成率]   ２項目（18.2％）  

   Ｂ評価 [70％≦達成率＜100％] ２項目（18.2％） 

   Ｃ評価 [0％＜達成率＜70％]  ４項目（36.4％） 

   Ｄ評価 [達 成 率 ≦ 0％ ]   ３項目（27.3％） 



第１期島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）実績値及び評価一覧表

比較 評価 比較 達成率 評価

92.10% 100% 92.39% 90.21% 86.64% 90.40% ― 89.91% △ 2.19% △ 0.10 基準値以下 D

3,556億円 3,770億円 3,571億円 3,491億円 3,835億円 3,674億円 ― 3,643億円 86億円 △ 127億円 40.45% C

新規企業立地件数
（累計）

0件 11件 5件 6件 7件 9件 10件 10件 10件 △ 1件 90.91% B

成　果

観光交流客数（年
間） 276万人 300万人 236万人 239万人 284万人 202万人 190万人 230万人 △ 46万人 △ 70万人 基準値以下 D

成　果

宿泊者数（年間） 142,199人 197,000人 183,091人 197,350人 188,936人 170,899人 227,503人 193,556人 51,357人 △ 3,444人 93.72% B

成　果

新規青年就農者数
（累計）

2人 10人 3人 7人 8人 10人 10人 8人 6人 △ 2人 70.00% B

成　果

担い手への農地集
積率（累計）

38.2% 46.0% 38.4% 39.8% 39.1% 40.5% 42.7% 42.7% 4.5% △ 3.3% 57.69% C

成　果

認定農業者数（年
度末現在）

388人 396人 392人 391人 384人 384人 385人 387人 △ 1人 △ 9人 基準値以下 D

成　果

森林間伐面積（年
間）

83.4ha 145.0ha 64.8ha 122.7ha 113.6ha 91.9ha 229.6ha 124.5ha 41.1ha △ 20.5ha 66.77% C

成　果

新規創業者数（累
計）

0人 40人 4人 19人 31人 48人 68人 68人 68人 28人 170.00% A

成　果

販路開拓支援件数
（累計）

0件 500件 107件 287件 363件 577件 1,272件 1,272件 1,272件 772件 254.40% A

成　果

中心市街地（本通
二丁目交差点）の
１日当たり歩行者
数（調査実施日現
在）

1,992人 2,100人 1,985人 2,008人 1,511人 2,135人 1,551人 1,838人 △ 154人 △ 262人 基準値以下 D

成　果

△ 71人 0人 △ 63人 17人 △ 183人 40人 81人 △ 22人 49人 △ 22人 69.58% C

72.4% 90.0% 72.4% 68.0% 66.2% 69.3% ― 69.0% △ 3.4% △ 21.0% 基準値以下 D

移住・定住相談窓
口を利用した
県外からの移住件
数（累計）

0件 100件 3件 34件 50件 64件 79件 79件 79件 △ 21件 79.00% B

成　果

市民幸福感の向上
（「島田市総合計
画市民意識調
査」）

6.3点 7.0点 6.7点 6.6点 6.6点 6.6点 6.5点 6.6点 0.3点 △0.4点 42.86% C

成　果

1.51 1.60 ― ― ― ― 1.50 1.50 △ 0.01 △ 0.10 基準値以下 D

婚姻率（人口千人
当たり）（年度末
現在）

4.63 5 4.11 3.87 3.80 3.62 3.75 3.83 △ 0.80 △ 1.17 基準値以下 D

成　果

　空港就航先における国内からの誘客、「蓬莱橋897.4茶屋」の整備や「きかんしゃトーマス号」の運行を軸とした訪客のもてなし、沿線活性化など多角的な取組に加え、新た
に発足した静岡県中部・志太榛原地域連携DMO（現・公益財団法人するが企画観光局）による魅力的な地域づくりや一元的な情報発信及びプロモーションにより、交流人口の獲
得に繋げた。

　国内外からの誘客に繋がる事業、空港就航先等で展開したキャンペーン等に加え、川根温泉ホテルの開業や「きかんしゃトーマス号」運行による家族連れの増加、新たな宿泊
施設の進出等により、宿泊者数を増加させた。

森林整備面積は年々低下傾向にあったが、令和元年度に森林環境譲与税を活用した「島田市間伐推進事業」等の実施により、面積の増加が図られた。

島田市に住もう応援奨励金、空き家バンク、移住体験モニターツアー等の事業を実施し、移住者の増加に繋げることができ、県内市町の中で、移住定住施策による移住者数は６
位だった。特に、30代～40代の子育て世代を中心に移住を促進することができた。

起業希望者の掘り起こしからフォローアップまでの一貫した創業支援の取組により新規創業者を増やすことができた。

販路開拓事業費補助金を活用した展示会の開催・出展により、多くの企業が販路拡大することができた。

調査日の天候により極端に低い結果となったH29とR1を除くと、イベント開催や音楽広場の開設などにより中心市街地の１日当たりの歩行者数は上昇傾向となった。

緑茶化計画のもと、緑茶や緑に着目し、一貫性を持たせたコンテンツづくりを行い、市外・県外でのPR活動を実施し、島田市の認知度を向上させた。

県とＪＡ、市によるサポートチームの訪問活動などにより、規模拡大や売上増を図る志の高い新規青年就農者を輩出することができた。

近年の茶価の低迷や担い手の高齢化・後継者問題により農地集積率を延ばすことが困難な中で、農地中間管理事業等により徐々ではあるが農地の担い手の集積率を向上させるこ
とができた。

認定農業者数は、志太榛原地域において一番多く、県内でも4位に位置しており、現状を維持することができた。

結婚支援団体と連携した結婚支援により独身男女の新たな出会いと交流の機会を創出し、少子化及び定住人口増の対策の一助を担った。

平均値
（累計値は最
終年度数値）

対基準値 対目標値 　　　　年度別実績値の推移
折れ線グラフ：基準値から目標値への推移

棒グラフ　　：年度別実績値

H27
実績値

H28
実績値

H29
実績値

H30
実績値

R1
実績値

３
　
希
望
ど
お
り
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
し
、
子
ど
も
を
ま
ん

な
か
に
子
育
て
す
る

基準値 目標値

企業が立地できる用地が限られていた中で、継続して新たな企業立地に繋げることができた。

基本
目標

主な施策 指標

１人あたり市民所得
(県民所得との比率)（年間）

市内総生産額（年間）

１
　
日
本
で
、
世
界
で
、
稼
ぐ
産
業
の
創
出

　１－イ　ま
ちの魅力を活
かして、観光
で稼ぐ

　１－ウ　新
たな付加価値
による農林業
で稼ぐ

　１－エ　地
域産業の競争
力を高めて稼
ぐ

　１－ア　高
速交通網の拠
点で稼ぐ

社会移動（年度末現在）

島田市が好きな市民の割合
（H27年度まで：地方創生に関する
アンケート調査（18歳以上））

（H28年度以降：島田市総合計画市
民意識調査（20歳以上、R1のみ18

歳以上）)

２
　
島
田
市
に
住
み
、
好
き
に
な
る

　２－ア　移
住・定住の促
進

　２－イ　シ
ティプロモー
ションによる
まちの魅力創
造

合計特殊出生率
（県において期間で算出、

５年に１回公表）

　３－ア　出
逢い、恋し
て、結婚する

85.00%

90.00%

95.00%

100.00%

基準 H27 H28 H29 H30 R1

2,000

3,000

4,000

基準 H27 H28 H29 H30 R1

0

5

10

基準 H27 H28 H29 H30 R1

150

200

250

300

基準 H27 H28 H29 H30 R1

140,000

160,000

180,000

200,000

基準 H27 H28 H29 H30 R1

0

5

10

基準 H27 H28 H29 H30 R1

20

30

40

50

基準 H27 H28 H29 H30 R1

360

380

400

基準 H27 H28 H29 H30 R1

50

100

150

基準 H27 H28 H29 H30 R1

0

20

40

60

基準 H27 H28 H29 H30 R1

0

200

400

600

基準 H27 H28 H29 H30 R1

1,000

1,500

2,000

2,500

基準 H27 H28 H29 H30 R1

△ 200

△ 100

0

100

基準 H27 H28 H29 H30 R1

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

基準 H27 H28 H29 H30 R1

0

50

100

基準 H27 H28 H29 H30 R1

5

6

7

8

基準 H27 H28 H29 H30 R1

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

基準 H27 H28 H29 H30 R1

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

基準 H27 H28 H29 H30 R1

（H25） （H26） （H27） （H28）

（H28）（H27）（H26）（H25）

（H29）

（H29）

（H30）

（H30）



第１期島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）実績値及び評価一覧表

比較 評価 比較 達成率 評価

平均値
（累計値は最
終年度数値）

対基準値 対目標値 　　　　年度別実績値の推移
折れ線グラフ：基準値から目標値への推移

棒グラフ　　：年度別実績値

H27
実績値

H28
実績値

H29
実績値

H30
実績値

R1
実績値

基準値 目標値
基本
目標

主な施策 指標

妊娠11週までに妊
娠届けをした妊婦
の割合（年間）

95.8% 98.0% 95.1% 94.2% 96.1% 95.1% 95.0% 95.1% △ 0.7% △ 2.9% 基準値以下 D

成　果

保育所等の待機児
童数（４月１日現
在）

4人 0人 11人 27人 20人 0人 15人 15人 11人 15人 基準値以下 D

成　果

放課後児童クラブ
の待機児童数（４
月１日現在）

0人 0人 3人 31人 28人 6人 88人 31人 31人 31人 基準値以下 D

成　果

学校が楽しい　児
童
（市内小中学校が
行う学校評価デー
タ）

89.0% 95.0% 91.0% 90.0% 90.0% 89.7% 90.6% 90.3% 1.3% △ 4.7% 21.00% C

成　果

学校が楽しい　生
徒
（市内小中学校が
行う学校評価デー
タ）

86.0% 90.0% 90.0% 88.0% 89.0% 89.1% 86.8% 88.6% 2.6% △ 1.4% 64.50% C

成　果

84.6% 90.0% 84.9% 84.1% 82.4% 85.0% ― 84.1% △ 0.5% △ 5.9% 基準値以下 D

お達者度（男性）
（県において算
出）

10位 1位 11位 8位 8位 11位 ― 10位 0位 9位 0.00% C

成　果

お達者度（女性）
（県において算
出）

6位 1位 6位 6位 7位 9位 ― 7位 △ 1位 6位 基準値以下 D

成　果

健幸マイレージに
取り組んだ人数
（年間）

329人 2,000人 713人 755人 878人 1,300人 1,269人 983人 654人 △ 1,017人 39.14% C

成　果

居場所づくり事業
実施箇所数（年度
末現在）

10か所 50か所 18か所 23か所 38か所 59か所 61か所 50か所 40か所 △ 0か所 100.00% A

成　果

地域高齢者見守り
ネットワークづく
りの協力事業所数
（累計）

63事業所 164事業所 97事業所 108事業所 117事業所 133事業所 142事業所 142事業所 79事業所 △ 22事業所 78.22% B

成　果

在宅看取りの率
（在宅死亡者の
率）（年間）

33.7% 39.0% 32.7% 37.2% 37.8% 37.1% 36.0% 36.2% 2.5% △ 2.8% 46.42% C

成　果

しまトレ実施箇所
数（累計）

0か所 100か所 ― ― 29か所 69か所 82か所 82か所 82か所 △ 18か所 82.00% B

成　果

地域公共交通利用
者数（年間）

369,957人 250,000人 379,717人 256,865人 240,036人 251,472人 250,214人 275,661人 △94,296人 — 25,661人 110.26% A

成　果

地域公共交通人口
カバー率（年度末
現在

64.5% 79.8% ― 64.5% 64.5% 64.4% 65.1% 64.6% 0.1% △ 15.2% 0.82% C

成　果

地域公共交通エリ
アカバー率（年度
末現在）

69.9% 76.0% ― 69.9% 69.9% 70.4% 70.4% 70.2% 0.3% △ 5.9% 4.10% C

成　果

※１　平成28年度より、利用者数を減少させカバー率を維持する施策の方針とし、目標値を下方修正した。そのため、基準値との比較はしていない。

※２　利用者数を250,000人以上保つことを目標としているため、この指標のみ「達成率＝平均値/目標値」とする。

パワーリハビリ教室や元気・脳力アップ塾、地域ふれあい事業などを実施するとともに高齢層の学びの継続の大切さを唱え、高齢者の健康や生きがいづくりと社会参加の促進に
繋げた。
基準年のお達者度が21.40年に対して、平成30年実績値では21.60年に伸びた。

「健幸マイレージに取り組む前と後で変化があったか」というアンケートに回答してくれた参加者のうち、「あった」と回答した割合が78.2％で、事業の効果を実感している方
が多かった。

計画期間の５年間で保育所等の定員数を1,720人から366人増やして2,086人とし、平成30年度には待機児童ゼロを達成した。

将来に向け持続可能な公共交通維持のため平成28年度に大幅減便を行ったが、効率的な運行や地元主体による輸送サービスにより地域公共交通人口カバー率を維持した。

島田市社会福祉協議会や地域包括支援センター、生活支援コーディネーターとの連携、協力体制により居場所づくり事業実施箇所数を増加させた。

市内の薬局の協力により事業所数を増やすことができた。また、地区による偏りがないように見守りネットワークを拡充した。

24時間対応可能な訪問看護体制への移行、医師不在時のバックアップ体制の構築、医療材料提供体制整備など、地域医療を担う医師不足が深刻な状況にある中で、負担軽減につ
ながる支援策を構築した。

自治会や町内会、老人会などに対して、しまトレ立ち上げのための普及啓発活動だけでなく、立ち上げ後も継続的に支援を行うことで、数だけでなく質の向上にも繋げた。

将来に向け持続可能な公共交通維持のため平成28年度に大幅減便を行い、目標値を修正した。バスの接近情報を示すバスロケーションシステムへの対応やバスの情報をリアルタ
イムで提供するツイッター開設により利用者の利便性を図り、また、経路・ダイヤの見直しにより減便後の利用者数は維持することができた。

将来に向け持続可能な公共交通維持のため平成28年度に大幅減便を行ったが、効率的な運行や地元主体による輸送サービスにより地域公共交通人口カバー率を維持した。

パワーリハビリ教室や元気・脳力アップ塾、地域ふれあい事業などを実施するとともに高齢層の学びの継続の大切さを唱え、高齢者の健康や生きがいづくりと社会参加の促進に
繋げた。
基準年のお達者度が17.74年に対して、平成30年実績値では18.50年に伸びた。

子供にとって満足度の高い授業づくりや、地域の資源を生かした特色ある体験活動を各学校で実施し、困難を抱える子供や保護者を関係機関と連携しながら支援することを通じ
て、島田市が目指す「夢育・地育」を実践できた。

子供にとって満足度の高い授業づくりや、地域の資源を生かした特色ある体験活動を各学校で実施し、困難を抱える子供や保護者を関係機関と連携しながら支援することを通じ
て、島田市が目指す「夢育・地育」を実践できた。

計画期間の５年間で放課後児童クラブの定員数を670人から341人増やし、令和元年度には定員数を1,011人とした。

　３－イ　妊
娠、出産する

４
　
希
望
ど
お
り
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
し
、
子
ど
も
を
ま
ん
な
か
に
子
育
て
す
る

【評価】
　●基準値と第１期総合計画期間中の平均値との比較
　上回るもの：20項目（58.8%） 変動がないもの（評価できないもの含む）：２項目（5.9%） 下回るもの：12項目（35.3%）

　●目標値と第１期総合計画期間中の平均値との比較
　超えたもの：4項目（11.8%） 超えなかったもの：30項目（88.2%）

　３－ウ　子
どもをまんな
かに子育てす
る

　３－エ　豊
かな心をもっ
た子どもを育
成する

妊娠11週までに妊娠届けを提出した妊婦の割合は、国や県の平均値を上回る結果を維持することができた。（全国平均93.0％、静岡県平均92.8％)

　４－ア　健
康長寿の促進

島田市の住みごこちがよいと感じ
る市民の割合

（「島田市総合計画市民意識調
査」）

　４－イ　地
域包括ケアの
推進

　４－ウ　住
民生活を支え
る公共交通基
盤の整備

４
　
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
健
康
長
寿
の
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
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